




ワークショップ「日常とりあえず観察」 

 

2015年8月12日（水）13:30〜16:30  

2015年9月6日（日）13:30〜16:00  

※2回でひとつのワークショップです  

 

 講師：下道基行（美術作家／写真家）  

対象：中学1年生〜高校3年生（2日間参加できる方）  

定員：15名（応募者多数の場合は抽選）  

参加費：無料  

場所：国立国際美術館 

 

必要なものはすぐに買えてしまうような便利な時代。 

それでも人々は日々創造して暮らしているはずです。 

街角や家にあふれている、 

人々の、その人らしい創造から生まれたものたちに目を向けてみよう。 

 

・「冷蔵庫の残りモンで、とりあえず、チャーハンを作る」 

・「フタがないから、とりあえず、皿をかぶした」 

・「食べた後のお菓子箱を、とりあえず、入れモノにしている」 

・「グラグラするので、とりあえず、隙間に紙を折って挟んだ」 

 

など、日常にあふれている“とりあえず”を観察してみよう。 

「とりあえず」という言葉には、「まず第一に」という意味と共に、 

「間に合わせの」という「即席」で「仮設」的な、 

ある意味「適当さ」が含まれています。 

ちょっとした工夫から生まれてくる“とりあえず”の美しさや面白さを見つけ、 

街や家で密かに生まれては消えていくものたちの 

「とりあえず観察」の発表をみんなでしましょう。 

 

 

■講師プロフィール 

下道基行（したみち・もとゆき） 

1978年岡山県生まれ。2001年武蔵野美術大学造形学部油絵学科卒業。2003年東京綜合写真専門学校研究科中退。

幼い頃、近所の崖に貝塚を堀りに出かけたり古墳に関心を持ったり、考古学者になることに憧れていた。現在では、写真

や文章を表現手段に、モノ／コトの残り方消え方、それらを内包する風景の在り方など、目の前に広がる風景に興味を

持ち、旅やフィールドワークをベースに、考古学や考現学や民俗学などにまたがる表現を続けている。

http://m-shitamichi.com/ 

 

 

 

http://m-shitamichi.com/


■申し込み方法 

往復ハガキで下記の宛先までお申し込みください。 

ハガキには、 

1）ワークショップ名 

2）氏名 （ふりがな） 

3）郵便番号・住所 

4）電話番号 

5）学年あるいは年齢 

6）今回の情報をどのように得られたか 

をご記入ください。 

 

※往復ハガキの返信面には必ずご住所とお名前をご記入ください。 

※ご友人など、グループでの参加希望は、必ず一枚の往復ハガキでお申し込みください。 

その際、参加者全員の必要事項をご記入ください。 

※応募者多数の場合は抽選の上、結果を後日お知らせします。 

※しめきり後でも、定員に達するまで受け付けていますので、お問い合わせください。 

 

■しめきり 

2015年 8月 4日 （火） 必着 

 

■宛先 

〒530-0005 大阪市北区中之島4-2-55 国立国際美術館ワークショップ係 

問い合わせ先： 06-6447-4680 （代） 
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